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第
７
回
定
時
総
会
が
6
月
25
日

（
月
）
午
後
1
時
か
ら
ウ
ェ
ス
タ

川
越
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
会
員
物
故
者

に
対
し
て
全
員
で
黙
祷
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
芦
沢
義
男
理
事
長
の
挨

拶
の
あ
と
、
当
セ
ン
タ
ー
の
「
表

彰
規
程
」
に
基
づ
き
、
事
業
所
表

彰
（
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
事
業
所
）
10
社
及
び
会
員
特

別
表
彰
（
セ
ン
タ
ー
の
組
織
活
動

に
お
い
て
地
区
長
・
班
長
・
副
班

長
・
仕
事
別
G
R
リ
ー
ダ
ー
・

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
及
び
委
員
会
の
委

員
で
表
彰
に
ふ
さ
わ
し
い
者
）
38

名
の
方
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
川
合
善
明
川
越
市
長

を
は
じ
め
ご
来
賓
の
方
々
の
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
定
時
総
会
の
議
長
を
定
款

第
16
条
の
定
め
に
よ
り
理
事
会
で

決
議
さ
れ
た
通
り
佐
々
木
建
夫
理

事
が
議
長
と
な
り
、
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
事
務
局
よ
り
会
員

数
2
、4
2
9
名
の
う
ち
、
総
会

出
席
者
が
2
、0
4
8
名
（
う
ち

委
任
状
1
、6
7
7
名
）
と
の
報

告
が
あ
り
、
議
長
が
定
足
数
の
充

足
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
報
告
事
項
①
監
査
報

告
、
②
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、

③
平
成
30
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
報
告
が
あ
り
、
引
き
続
き

決
議
事
項
（
①
第
１
号
議
案　

平

理
事
長
な
ど

選
任

　

総
会
後
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に

お
い
て
、
理
事
長
芦
沢
義
男
、
副

理
事
長
千
代
田
隆
雄
、
専
務
理
事

荻
島
徹
夫
が
選
任
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
就
任
し
ま
し
た
。

第７回定時総会

成
29
年
度
貸
借
対
照
表
及
び
損
益

計
算
書〈
正
味
財
産
増
減
計
算
書
〉

の
承
認
の
件
、
②
第
２
号
議
案　

理

事
15
名
の
選
任
の
件
、
③
第
３
号

議
案　

監
事
２
名
の
選
任
の
件
）

が
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
提
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
退
任
理
事
の
紹

介
が
あ
り
、
総
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

（
総
務
委
員
会　

渡
辺
）

第
7
回
定
時
総
会
開
く

選任された役員
理事長

（代表理事） 芦 沢 義 男 再任

副理事長
（代表理事） 千代田隆雄 再任

専務理事
（業務執行理事） 荻 島 徹 夫 再任

理事 内 田 紀 子 再任

理事 増 田 武 夫 再任

理事 藤原孝四郎 再任

理事 一 瀬 公 人 再任

理事 佐々木建夫 再任

理事 斉藤八重子 新任

理事 淺 川 規 子 新任

理事 小 室 利 正 新任

理事 中 村 　 功 新任

理事 小 林 勝 彦 再任

理事 鹿 倉 　 隆 再任

理事 後 藤 徳 子 新任

監事 西 川 孝 博 再任

監事 渕 名 淳 一 再任
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退
任
役
員

　

今
度
の
総
会
で
任
期
満
了
に
な

り
、
退
任
し
た
役
員
は
次
の
各
氏

で
す
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

▽
鈴
木
治
雄
（
副
理
事
長
）

▽
奥
冨
稔
雄
（
専
務
理
事
）

▽
今
西
敏
雄
（
理
事
）

▽
渡
辺
佳
寿
子
（
理
事
）

新
任
役
員

表
彰
式

委員長 副委員長 委　　員

総務委員会 荻 島 徹 夫 芦 沢 義 男
千代田隆雄 増 田 武 夫 佐々木建夫 内 田 紀 子 斉藤八重子

安全委員会 増 田 武 夫 藤原孝四郎
淺 川 規 子 熊 本 勝 美 霜 田 孝 一 竜 野 正 彦 中 村 政 夫 加賀谷八重子

就 業 対 策
委 員 会 千代田隆雄 一 瀬 公 人

小 室 利 正 髙 草 木  進 栗原テル子 野 口 政 雄 内山昌五郎

広報委員会 佐々木建夫 内 田 紀 子
中 村 　 功 熊田さち子 目 崎 景 子 岩 上 要 次 舘 野 元 泰

女 性 活 躍 
推進委員会 内 田 紀 子 斉藤八重子

淺 川 規 子 熊田さち子 目 崎 景 子 栗原テル子 渡辺佳寿子

就業適正化
委 員 会 増 田 武 夫 佐々木建夫

宮 下 　 浩
藤原孝四郎
中 村 　 功

一 瀬  公 人
細 川 　 清

斉藤八重子 淺 川 規 子 小 室 利 正

平成30年度の委員会名簿平成30年度の委員会名簿

総会に出席した来賓のみなさん

事業所表彰

会員表彰 斉藤八重子理事
（福原地区担当）

小室利正理事
（西地区担当）

中村功理事
（北・山田地区担当）

後藤徳子理事

淺川規子理事
（東地区担当）
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平
成
30
年
度
地
区
長
・
班
長
合

同
会
議
が
5
月
28
日
（
月
）
セ
ン

タ
ー
会
議
室
で
午
前
・
午
後
に
分

か
れ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
委
嘱
書
の
交
付
式

が
行
わ
れ
、
芦
沢
理
事
長
か
ら
地

区
長
代
表
・
班
長
代
表
の
そ
れ
ぞ

れ
に
委
嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　
つ
づ
い
て
、
芦
沢
理
事
長
よ
り

第
7
回
定
時
総
会
の
開
催
に
つ
い

て
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
題
に
入
り
、
宮
下
事
務
局
長

か
ら
事
業
概
況
に
つ
い
て
説
明
・

報
告
が
あ
り
、
引
き
続
き
、
吉
田

課
長
よ
り
第
7
回
定
時
総
会
に
あ

た
り
、
招
集
通
知
及
び
議
案
書
の

配
布
、
出
欠
届
の
回
収
と
セ
ン

タ
ー
へ
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
、

班
長
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

　

平
成
30
年
度
仕
事
別
リ
ー

ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
委
嘱
式

と
研
修
会
が
、
６
月
５
日
当
セ
ン

タ
ー
会
議
室
に
お
い
て
24
名
の
参

加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

芦
沢
理
事
長
か
ら
委
嘱
書
の
授

与
と
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
宮
下
事
務
局
長
か
ら
平

成
29
年
度
セ
ン
タ
ー
の
事
業
概
況

に
つ
い
て
配
布
資
料
に
基
づ
き
説

明
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研

修
は
、
千
代
田
委
員
長
か
ら
合
同

テ
ー
マ
で
あ
る
仕
事
別
グ
ル
ー
プ

の
確
か
な
運
営
を
め
ざ
し
て
①

「
適
正
就
業
の
要
点
に
つ
い
て（
適

正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
②「
仕

事
別
グ
ル
ー
プ
の
運
営
要
領
に
つ

い
て
」の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
セ
ン
タ
ー
へ
の

質
問
事
項
や
救
命
講
習
会
内
容
に

関
す
る
質
問
や
意
見
が
出
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
を
機
会
に
、
グ
ル
ー

た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
質
疑
応
答
後
、
鈴
木

副
理
事
長
の
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ

て
、会
議
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

（
総
務
委
員
会　
渡
辺
）

プ
相
互
の
よ
り
一
層
の
理
解
を
深

め
、
仕
事
別
グ
ル
ー
プ
の
確
固
た

る
運
営
に
寄
与
し
て
頂
け
る
一
助

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
就
業
対
策
委
員
会　

藤
原
）

地区長・班長合同会議

今
年
度
の
出
張
相
談

会
予
定

　

今
年
度
は
相
談
会
を
４
回
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
就
業
相
談
等
を

受
け
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
予
約

は
不
要
で
す
。

第
１
回　

南
古
谷
地
区

日
時　

平
成
30
年
８
月
29
日（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

場
所　

�

東
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
会
議
室
１
号
・
２
号

第
２
回　

芳
野
・
古
谷
地
区

日
時　

平
成
30
年
９
月
11
日（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

場
所　

�

農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

会
議
室
１
号

地区長・班長・副班長名簿
地域名 地区長 班 班長名 副班長名

東

猪鼻　勝治 1 猪鼻　勝治 中村　章彦
2 渡辺　耕造
3 髙橋　　進
4 山本　　勲 米倉　利昭

南

小山　勝治 1 奥野　英夫 北川　之教
2 島村　勝美
3 小山　勝治
4 山本　　功
5 平岩　真一
6 鈴木　建治 原田　三次
7 山本　雅明 小高　常広
8 村野　　裕

西

小杉　隆夫 1 小杉　隆夫 横田　　昭
2 小室　利正
3 相田　　健
4 細見　俊雄
5 平井　正一 新井　勝徳
6 江田　一夫

北

田中　竹彦 1 園部　元一
2 床井　　栄
3 関口　義男
4 大野　　勇
5 三好　信雄 水村　圭子

山田 1 開米　啓介 加藤　貫一

地域名 地区長 班 班長名 副班長名

山田
2 田中　竹彦
3 宿谷　　旭

芳野 内田　悦司 1 田中　順一

古谷 1 山田　憲治 北園　眞澄
2 内田　悦司 土岐　芳夫

南古谷

小林　四郎 1 柚木　英世 岩野　広勝
2 小林　四郎 細田　沖夫
3 溝添　康麿
4 菊池　信司

高階

藤崎　　毅 1 村山　國廣
2 遠藤　幸夫
3 徳田佐一郎
4 柴　　昌實
5 飯倉　道夫
6 福島　敏雄
7 塚本　達夫
8 古角　秀明
9 岡部　新一

福原

小島　昌治 1 坂本　邦広 上野　孝志
2 加藤　隆章 石川　三郎
3 小島　昌治 井上　秀一
4 落合　敏男 小田切和夫

大東 加藤　盛之 1 中坪　幸子
2 江原　道政

地域名 地区長 班 班長名 副班長名

大東

3 大輪　好一
4 金子　敏夫
5 加藤　盛之
6 森　　昭則

霞ヶ関

藤田　陸生 1 川邊　季晴
2 御園　勝造
3 奈良村久雄
4 仲　　　隆
5 髙林　国伸
6 黒沢　良和
7 丹　伸一朗
8 金沢　　実
9 藤田　陸生
10 森　　國義 長嶋　良夫

名細

中村　　功 1 坂本　武美
2 猿渡　勝教
3 今井　光晴
4 間下　福二
5 楯　　邦夫
6 勝間　通夫
7 目崎　景子
8 竹田　一郎
9 藤野　清隆

※班長名の斜体は地区長との兼務を表す。

地
区
長
・
班
長
な
ど
に
委
嘱
書

リ
ー
ダ
ー
・
　

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
委
嘱
式
及
び
研
修
会
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安
全
就
業
ワ
ッ
ペ
ン
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

７
月
は
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
で
す！

サ
イ
ト
く
ん
も
登
場

交
通
安
全
講
習
会
開
く

健
康
管
理
講
習
会

の
開
催

（
椅
子
か
け
体
操
教
室
）

玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
講
師
の
も

と
、
27
名
の
参
加
者
が
サ
イ
ト
く

ん
の
体
験
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
自
転
車
事
故
防
止
要

点
や
車
運
転
時
の
身
体
機
能
の
対

応
能
力
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
装
着

効
果
等
に
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
自
分
の
運
転
適
性
能
力
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
意
味
で
大
変
参
考

に
な
る
講
習
で
し
た
。

　

５
月
29
日
（
火
）
１
時
半
か
ら

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
２
・

３
会
議
室
で
川
越
警
察
署
及
び
埼

　

6
月
27
日
（
水
）
１
時
半
か
ら

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
２
・

３
会
議
室
で
健
康
体
操
支
援
セ
ン

タ
ー
の
村
田
建
人
氏
の
講
師
の
も

と
「
椅
子
か
け
体
操
教
室
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

座
っ
た
状
態
で
、
首
・
肩
・
肩

甲
骨
・
足
・
腰
・
太
も
も
・
ふ
く

ら
は
ぎ
・
つ
ま
先
等
、
身
体
の
全

般
に
わ
た
っ
て
筋
力
ア
ッ
プ
体
操

の
指
導
を
受
け
、
頭
も
体
も
す
っ

き
り
し
ま
し
た
。

安全巡回

サイトくんも登場した交通安全講習会

安
全
巡
回

　

４
月
20
日
（
金
）
２
つ
の
班
に

分
か
れ
安
全
巡
回
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

第
１
班
資
材
運
搬
業
務
は
東
洋

エ
ア
ゾ
ー
ル
工
業
株
式
会
社
を
巡

回
。
中
毒
防
止
の
有
機
溶
剤
の
使

用
状
況
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

第
２
班
ご
み
回
収
業
務
は
ビ
ー

ジ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社
を
巡

回
。
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
取
り
扱
い
の

際
、
安
全
服
・
靴
等
の
使
用
状
況

を
確
認
し
、
今
後
も
安
全
就
業
に

励
ん
で
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

し
た
。

4
月
26
日

清
掃
業
務
中
、
竹
箒
が
庭
園
灯
の
カ
バ
ー
に
当
た
り
破
損
さ
せ
た
。

4
月
26
日

刈
り
払
い
機
で
除
草
作
業
中
、
飛
び
石
で
駐
車
車
両
の
リ
ヤ
ガ
ラ
ス
を
破
損
し
た
。

賠償事故
続発!!安

全
心
得
10
則

①作業は、安全第一を心がけ、急いだりあわてたりしないこと。
②器具類は、使用する前に必ず点検すること。
③服装・履物等は、作業に合った動きやすいものにすること。
④作業前には、軽い柔軟体操をして体をほぐすこと。
⑤加齢による諸機能の低下を十分に認識し、無理をしないこと。
⑥作業現場は、常に整理整頓を心がけること。
⑦共同作業では、合図・連絡を正確に行なうこと。
⑧往復の途上にあっては、交通事故に気をつけること。
⑨健康には、常に注意し、健康な状態で就業すること。
⑩仕事の前日には、十分睡眠をとるよう心がけること。

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
を
携
帯

　

４
月
に
配
布
さ
れ
た
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
を
携
帯
し
て
い
ま
す
か
。

カ
ー
ド
は
就
業
ま
た
は
就
業
途
上
あ
る
い
は
外
出
時
に
万
一
の
事
故
・

急
病
の
際
、
発
見
者
か
ら
速
や
か
に
通
報
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま

た
適
切
な
処
置
を
施
す
の
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

氏
名
な
ど
必
要
事
項
を
記
入
し
、
常
時
携
帯
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

（
安
全
委
員
会　

一
瀬
）

食中毒の予防
交
通
安
全
体
験
車

日時 8月20日（月）
 13：30 ～ 15：30
場所 シルバー人材センター
 第2・第3会議室
講師 川越保健所　予防課

夏季健康教室が開催されます
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
「
川
越
ま
つ
り
」
に
訪
れ
る
お
客
様
の
た
め
に
、
ま
つ
り
開
催
前
の
主

要
道
路
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
参
加
で
き
る
方
は
、
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
平
成
30
年
10
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
よ
り
１
時
間
程
度　
※
小
雨
決
行

場　
　

所　

①
ク
レ
ア
モ
ー
ル　

②
中
央
通
り　

③
一
番
街
・
鐘
つ
き
通
り　

④
高
沢
橋
通
り
・
本
町
通
り
・

初
雁
城
通
り

　
日
頃
の
シ
ル
バ
ー
の
活
躍
ぶ
り
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
交
流
の
輪
を
広
げ
る
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
。
好
評
の

作
品
展
示
を
は
じ
め
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
野
菜
の
販
売
・
囲
碁
教
室
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無
料
配
布
や
交
流

サ
ロ
ン
で
の
お
茶
の
ひ
と
時
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

応
募
要
項　
▼
作
品
展
（ 

絵
画
・
書
・
写
真
・
造
形
・
手
芸
品
・
絵
手
紙
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
盆
栽
等
の
作
品
）

申
込
期
間　
平
成
30
年
８
月
１
日
〜
９
月
28
日　
　
出
展
要
項　
セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

10
月
18
日（
木
） 

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

10
月
27
日（
土
）・28
日（
日
）

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

大
盛
況
だ
っ
た新

河
岸
川
舟
運
め
ぐ
り

親
子
で
作
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

カ
バ
ー
体
験
教
室

　
♪
は
あ
ー  

九
十
九
曲
が
り
〜
。

　
蔵
造
り
の
町
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
た
新
河
岸

川
舟
運
を
テ
ー
マ
に
初
め
て
取
り
組
ん
だ
イ
ベ
ン

ト
「
新
河
岸
川
舟
運
め
ぐ
り
」。
新
設
の
船
問
屋
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
新
河
岸
駅
東
口
か
ら
川
越
駅
ま
で

の
５
k
m
２
時
間
の
行
程
が
、
３
４
０
名
を
超
え

る
お
客
様
の
熱
気
で
溢
れ
ま
し
た
。
下
新
河
岸
で

�

ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
５

月
４
日
・
５
日

ア
ト
レ
の
２
階

広
場
に
て
作
品

の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
川
越

唐
桟
の
生
地
を

使
っ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
カ
バ
ー

や
カ
ー
ド
ケ
ー

ス
が
人
気
の
的

で
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
用
に
何
個
も

購
入
す
る
人
も

お
り
、メ
ン
バ
ー

は
次
の
開
催
に
も
意
欲
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

　

２
月
の
「
親
子
で
作
る
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
カ
バ
ー
」
の
好
評
を
受
け
２

回
目
の
体
験
教
室
を
開
き
ま
す
。

夏
休
み
の
課
題
学
習
と
し
て
、
川

越
唐
桟
を
使
っ
た
マ
イ
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ケ
ー
ス
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時 

平
成
30
年
８
月
21
日（
火
）

午
前
９
時
半
〜
12
時
半

場
　
所 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー�

第
２
・
３
会
議
室

募
集
人
数 

親
子
11
組
・
一
般
11
名

参
加
費 

７
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込
み 

８
月
１
日
よ
り
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
川
越
舟
歌
の
素
晴
ら
し
い
歌
声
や
旧
廻
船
問
屋

「
伊
勢
安
」
の
帳
場
や
米
蔵
の
見
学
は
、
お
客
様
が

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
地
元
の
自
治
会
を
始

め
、
舟
歌
の
会
、
伊
勢
安
の
皆
様
等
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
観
光
案
内
グ
ル
ー
プ　
鈴
木
登
喜
夫
）

十
とお

若
わ

会
かい

アトレで販売会

日　
　
時 

平
成
30
年
7
月
28
日

（
土
）※
小
雨
決
行

集
合
場
所 

川
越
市
役
所 

玄
関
前

 

（
東
武
バ
ス　
川
越
市

役
所
前
下
車
）

受
付
時
間 

午
後
５
時
〜
５
時
30
分

募
集
人
員 

３
０
０
名

参
加
費
用 

大
人
５
０
０
円

 

小
中
学
生
2
０
０
円

 

（
傷
害
保
険・資
料
代
等
）

 

※ 

当
日
受
付
に
て
集

金
い
た
し
ま
す
。

申
込
方
法 

「
F
A
X
」
又
は
、「
通

常
ハ
ガ
キ
」
に
て

締
め
切
り 

7
月
23
日
（
月
）

 

ハ
ガ
キ
は
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ

妖
怪 

不
思
議
伝
説

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ツ
ア
ー
の
ご
案
内

徒
歩
２
時
間
コ
ー
ス

約
３
k
m

川
越
百
万
灯
夏
ま
つ
り

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
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●
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
て
。

●
別
添
「
就
業
情
報
一
覧
」
に
て
。

　
来
る
平
成
30
年
９
月
30
日
で
就
業
満
了
会
員
の
で
る
業
務
に
つ
い

て
、
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

１　

募
集
業
務 
※
詳
細
は
添
付「
就
業
情
報
一
覧
」を
参
照

２　

募
集
期
間 
７
月
27
日（
金
）〜
８
月
２
日（
木
）ま
で

３　

面
談
日 

平
成
30
年
８
月
17
日（
金
）

４　

採
否
通
知 

8
月
末
頃

５　

就
業
開
始 

平
成
30
年
10
月
１
日
以
降
の
就
業
予
定
日
か
ら

６　

応
募
方
法 

 

セ
ン
タ
ー
内
に
詳
し
い
業
務
内
容
・
人
員
・
就
業

場
所
を
表
示
し
ま
す
。
希
望
者
は
内
容
を
確
認
し

て
、
事
務
所
に
あ
る
応
募
用
紙
に
記
入
し
就
業
相

談
コ
ー
ナ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
に
際
し
、
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
９
時
〜
16
時
）
を
設
け
ま

す
の
で
、
不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
木
曜
日
（
９
時
〜
11
時
30
分
）
に
、就
業
相
談
会
を
セ
ン
タ
ー

の
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

就
業
対
策
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
緊
急
に
欠
員
が
出
た
場
合

　
　
①
募
集
掲
示
板
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　
　
②
応
募
者
の
中
か
ら
、
面
接
で
決
定
し
ま
す
。

募
集
　
公
共
的
業
務

募
集
　
民
間
業
務

退
会
を
す
る
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

配分金支払日
野
村
福
治
様 

（
霞
ヶ
関
６
班
）

臼
井
武
二
様 

（
福  

原
１
班
）

川
島
信
雄
様 

（
名  

細
２
班
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

訃　

報
６
月
分
…
７
月
25
日︵
水
︶

７
月
分
…
８
月
27
日︵
月
︶

８
月
分
…
９
月
25
日︵
火
︶

９
月
分
…
10
月
25
日︵
木
︶

事業実績（受注件数）

30/3 30/4 30/5

公 共 91 80 83

公社公団 15 13 16

民間事業所 364 348 354

独自事業 48 41 46

一般家庭 139 167 194

計 657 649 693

事業実績（契約金額） （単位：千円）

月　別 30/3 30/4 30/5

前年度 78,417 78,084 82,501

当年度 78,998 80,657 80,838

前年比 99.3% 98.6% 102.3%

累　計 30/3 30/4 30/5

前年度 942,989 78,084 160,592

当年度 942,998 80,657 161,495

前年比 100.0% 98.6% 99.4%

事
務
局
職
員
の
異
動

退
職
職
員
紹
介

大
和
田
真
司 

（
庶
務
）

 

︻
平
成
30
年
5
月
31
日
付
︼

鈴
木
　
愛
子 （
業
務・公
共
事
業
集
計
担
当
）

 
︻
平
成
30
年
5
月
31
日
付
︼

新
職
員
紹
介土屋

　
剛

（
業
務
係・公
共
業
務
）

︻
平
成
30
年
5
月
１

日
付
︼

河
東
　
秀
実

（
庶
務
係
）

︻
平
成
30
年
7
月
１

日
付
︼

※
今
年
度
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
に
胃
部
X
線

検
査
（
バ
リ
ウ
ム
）
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
健
康
診
断

　

毎
年
市
役
所
よ
り
送
付
さ
れ

て
お
り
ま
す
健
康
診
断
は
お
す

み
で
し
ょ
う
か
。

忘
れ
ず
に
健
康
診
断
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

74
歳
ま
で
の
人
は
…

特
定
健
康
診
査
（
国
保
加
入
者
）

○
セ
ッ
ト
Ａ
（
血
液
検
査
な
ど
基
本
項
目
）

　
【
料
金
】
無
料

○
セ
ッ
ト
Ｂ
（
基
本
項
目+

心
電
図
な
ど
）

　
【
料
金
】
５
０
０
円

○
セ
ッ
ト
Ｃ
（
人
間
ド
ッ
ク
）

　
【
料
金
】
８
、５
０
０
円

75
歳
以
上
の
人
は
…

後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

　
【
料
金
】
無
料

人
間
ド
ッ
ク

　
【
料
金
】
７
、０
０
０
円

血
液
検
査
な
ど
基
本
項
目

囲
碁
教
室
会
員
募
集

　
碁
石
を
持
つ
の
が
初
め
て
の
方
や

女
性
の
方
、
も
う
一
歩
前
進
し
た
い

方
、
こ
の
機
会
に
囲
碁
教
室
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

開
講
日 

木
曜
日
・
土
曜
日

　
　
　
　
（
時
間
は
問
い
合
わ
せ
を
）

受
講
料 

月
２
、５
０
０
円

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
９
（
２
２
２
）
２
０
７
５

　
退
会
手
続
は
、
事
務
局
に
「
退
会

届
」
の
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
会

員
証
と
印
鑑
持
参
の
上
お
越
し
く
だ

さ
い
。
何
ら
か
の
理
由
で
ど
う
し
て

も
来
所
が
不
可
能
な
方
は
、
便
箋
等

で
お
名
前
、
会
員
番
号
、
退
会
す
る

日
付
、
簡
単
な
退
会
理
由
（
他
で
仕

事
が
決
ま
っ
た
等
）
を
明
記
の
上
、

会
員
証
を
同
封
し
て
セ
ン
タ
ー
ま
で

送
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　
一
度
退
会
さ
れ
て
も
、
再
入
会
は

可
能
で
す
。（
そ
の
際
、
入
会
説
明

会
か
ら
出
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。）

　
尚
、
会
費
に
つ
い
て
は
途
中
退
会

さ
れ
る
方
も
必
ず
発
生
い
た
し
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
退
会
を
さ
れ
る
前
に
、
毎
週
木
曜

日
は
就
業
相
談
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
是
非
と
も
事
務
局
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。
自
分
に
あ
っ
た
素
敵

な
就
業
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
気
に
な
る
お
仕
事
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

☎
0
4
9（
2
2
2
）2
0
7
5（
事
務
局
）

シルバーかわごえ  118  2018.7.157



①
募
集
内
容

　

◎
俳
句　

◎
川
柳　

◎
短
歌

　

◎
絵
て
が
み　

◎
ス
ケ
ッ
チ

　

◎
写
真
（
２
Ｌ
以
下
）

　
（
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
）

　

◆
会
報
の
ご
意
見
も

②
締
切
日

　

◎
８
月
末
日　

郵
送
可

　 

10
月
発
行
号
に
ふ
さ
わ
し
い

作
品
を
募
集
し
ま
す

③
宛
先

　

セ
ン
タ
ー
内
広
報
委
員
会
宛

④ 

掲
載

　

可
能
な
限
り
掲
載
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
に
一
任
を
。

※
作
品
は
不
返
。
コ
ピ
ー
を
。

　
今
回
は
楽
し
い
囲
碁
の
世
界
に

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
平
成
15
年

子
供
囲
碁
教
室
と
し
て
発
足
し
、

平
成
17
年
シ
ル
バ
ー
世
代
を
対
象

に
再
ス
タ
ー
ト
。
現
在
初
心
者
か

ら
有
段
者
ま
で
約
60
人
の
方
が
受

講
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
女
性

は
５
人
で
、
子
供
か
ら
シ
ル
バ
ー

ま
で
和
気
あ
い
あ
い
と
囲
碁
を
楽

し
ん
で
い
る
と
か
。

　
内
容
に
よ
り
５
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
会
員
で
あ
る
指
導
員
は
長
年

の
経
験
を
生
か
し
、
手
作
り
の
資

料
等
を
基
に
、
親
切
・
丁
寧
な
指

導
を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

 

（
内
田
）

染
抜
き
の
屋
号
百
代
夏
の
れ
ん

炎
昼
や
閉
ぢ
て
久
し
き
芝
居
小
屋

観
覧
車
ね
む
る
屋
上
星
涼
し

夕ゆ

立だ
ち

あ
と
笑
ま
ふ
羅
漢
の
下
駄
濡
れ
て

大
汗
を
拭
ふ
や
車
夫
の
腕
つ
節

〈
南
５
班
〉
髙
瀨 

チ
エ
子

俳
句

梅
雨
晴
れ
を
こ
ど
も
相
撲
の
ハッ
ケ
ヨ
イ

　
泣
く
子
笑
ふ
子
観
る
も
健
や
か

お
社
の
足
踏
み
ロ
ー
ド
灼
け
て
を
り

　
祈ね

ぎ
事
ひ
と
つ
忘
れ
き
し
か
な

〈
南
５
班
〉
髙
瀨 

チ
エ
子

短
歌

〈
南
４
班
〉　

斉
藤　

八
重
子

絵
て
が
み

〈
南
１
班
〉
小
林 

正
幸

写
真

迫力の飛行機着陸（羽田　城南島海浜公園）

〈
西
２
班
〉
三
浦　

春
夫

写
真

伝通院境内　指塚

〈
高
階
７
班
〉
宮
本 

秀
治

絵
画

香る 川越氷川神社　縁結び風鈴

〈
南
古
谷
３
班
〉
仲
野　

国
男

写
真
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